
近
一
帯
は
手
付
か
ず
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
流

域
民
も
溢い

っ
す
い水

の
危
険
を
あ
ら
か
じ
め
考
慮

し
て
、
河
川
敷
を
広
く
設
け
て
堤
防
は
低
い

ま
ま
と
し
、
田
ん
ぼ
や
民
家
は
遠
く
避
け
る

の
を
常
と
し
た
。
こ
れ
が
徳
川
幕
府
が
伝
統

的
に
採
用
し
て
き
た
伊
奈
流（
関
東
流
）工

法
で
あ
る
。

紀
州
流
の
治
水
・
利
水
策

　

弥
惣
兵
衛
は
紀
州
流
を
幕
府
の
治
水
策

に
積
極
導
入
し
た
。
そ
の
手
法
は
強
度
を

持
っ
た
築
堤
技
術
と
多
種
の
水
制
工
※
を
用

い
た
河
川
流
路
の
制
御
技
術
と
を
も
っ
て
、

大
河
川
の
流
れ
を
連
続
長
大
の
堤
防
の
間

に
閉
じ
込
め
て
し
ま
う
技
法
で
あ
っ
た
。
弥

惣
兵
衛
は
近
畿
地
方
か
ら
関
東
甲
信
越
地

方
に
か
け
て
一
大
新
田
開
発
を
相
次
い
で

展
開
し
た
。
紀
州
流
に
よ
っ
て
、
大
河
川
下

流
域
付
近
一
帯
の
沖
積
平
野
及
び
河
口
デ

ル
タ
地
帯
の
開
発
が
可
能
と
な
っ
た
。
し
か

も
堤
の
各
所
に
堰せ

き

と
水
門
を
設
け
て
、
河

弥
惣
兵
衛
、

　
　
　

異
例
ず
く
め
の
昇
進

　

江
戸
幕
府〈
中
興
の
祖
〉と
さ
れ
る
八
代

将
軍
吉
宗
の
治
世
は
、
享
保
改
革
と
い
う
一

大
改
革
期
で
あ
っ
た
。〈
米
将
軍
〉
吉
宗
が

と
っ
た
幕
府
財
政
再
建
策
の
柱
の
一
つ
が

全
国
規
模
で
の
新
田
開
発
の
奨
励
で
あ
っ

た
。
そ
の
厳
命
を
受
け
先
頭
に
立
っ
て
大
規

模
な
新
田
開
発
や
治
水
利
水
事
業
を
指
揮

し
た
の
が
勘
定
吟
味
役
本
役
と
な
る
井
澤

弥
惣
兵
衛
為
永（
一
六
六
三‒
一
七
三
八
）

治
山
治
水
・
農
業
土
木
に
功
績
を
残
し
た
。

さ
ら
に
は
六
十
歳（
還
暦
）と
な
っ
て
、
旗

本（
将
軍
お
目
見
え
以
上
の
役
職
）に
取
り

立
て
ら
れ
て
江
戸
に
出
た
。

　

一
連
の
人
事
は
吉
宗
が
直
々
に
行
っ
た

が
、
弥
惣
兵
衛
の
よ
う
な
農
民
か
ら
階
級
制

度
の
厚
い
壁
を
乗
り
越
え
三
段
跳
び
の
よ

う
に
出
世
栄
達
を
果
た
し
た
人
物
は
江
戸

時
代
を
通
じ
て
他
に
多
く
の
例
を
見
な
い
。

も
っ
と
も
吉
宗
自
身
も
、
紀
州
藩
主
に
す
ら

な
れ
な
い
と
自
他
と
も
に
認
め
て
い
た
藩

主
の
四
男
が
、
五
十
五
万
石
の
藩
主
に
な

り
、
あ
げ
く
に
将
軍
に
ま
で
上
り
詰
め
た
の

で
あ
る
。

　

吉
宗
時
代
の
新
田
開
発
に
は
際
立
っ
た

技
法
上
の
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
が
紀
州
流
で

あ
る
。

　

江
戸
時
代
前
期
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
新

田
開
発
で
は
、
農
業
用
水
と
し
て
湖
沼
や
溜

池
そ
れ
に
小
川
の
水
を
利
用
す
る
場
所
を

対
象
と
し
て
お
り
、
大
河
川
の
中
下
流
域
付

で
あ
っ
た
。

地じ

方か
た

巧こ
う
し
ゃ者（

農
業
土
木
技
術
者
）弥
惣
兵

衛
の
生
涯
は
異
例
ず
く
め
と
言
え
よ
う
。
身

分
制
度
が
確
立
さ
れ
た
江
戸
中
期
に
あ
っ

て
、
紀
州（
現
和
歌
山
県
）の
山
間
地
の
豪

農
か
ら
若
く
し
て
紀
州
藩
士
に
登
用
さ
れ

井澤弥惣兵衛為永像
（埼玉県さいたま市）

連載 第 3回
〈紀州流〉治水利水の祖、
井澤弥惣兵衛
　　　　（付：田中丘隅）

い　ざわ や　そう　べ　え

きゅう  ぐ

作家　高崎　哲郎

江戸城錦絵（国立歴史民俗博物館蔵）

※水制工：堤防、護岸、河岸または河床を守るため、もしくは流水の方向を変えるために設けられる構造物
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川
か
ら
豊
富
な
水
を
農
業
用
水
と
し
て
引
き
入

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
河
川
付
近
の
み
な
ら
ず

遠
方
に
ま
で
及
ぶ
広
大
な
領
域
に
対
し
て
田
地

の
灌か

ん
が
い漑

を
実
現
し
た
。
空
前
の
大
自
然
改
造
で

あ
っ
た
。

　

新
し
い
土
木
技
術
、
河
川
管
理
技
術
に
よ
っ

て
、
同
時
に
勃
興
す
る
商
人
た
ち
の
資
本
力
を

活
用
し
た
町
人
請
負
制
型
の
新
田
開
発
の
方

式
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幕
領
の
石
高

は
こ
の
時
期
に
約
六
十
万
石
も
の
増
大
を
み

て
四
百
六
十
万
石
ほ
ど
に
上
っ
た
。〈
米
将
軍
〉

吉
宗
の
も
と
、
幕
府
の
財
政
再
建
は
着
実
に
進

行
し
、
改
革
の
開
始
か
ら
十
年
余
を
経
た
享
保

十
六
年（
一
七
三
一
）頃
に
は
財
政
は
黒
字
基

調
に
転
じ
て
諸
大
名
か
ら
の
上
米（
調
達
米
）

に
依
存
し
な
く
て
も
い
い
状
態
に
達
し
た
。

紀
州
藩
士
時
代
の
弥
惣
兵
衛

　

紀
州
藩
士
時
代
の
弥
惣
兵
衛（
三
十
歳
か
ら

六
十
歳
ま
で
）の
功
績
を
考
え
る
。
弥
惣
兵
衛

に
は
同
じ
地
方
巧
者
大お

お
は
た
さ
い
ぞ
う

畑
才
蔵
と
い
う
優
れ
た

年
上
の
農
業
技
術
者
が
お
り
、
今
日
紀
の
川
な

ど
で
使
用
さ
れ
て
い
る
大
堰
、
水
路
、
農
業
た

め
池
な
ど
は
弥
惣
兵
衛
・
才
蔵
の
水
の
技
術
者

コ
ン
ビ
が
計
画
し
施
工
し
た
も
の
が
大
半
で
あ

る
。（
藩
主
は
吉
宗
で
あ
る
）。
中
で
も
大
河
紀

の
川
の
小お

だ

い
田
井（
井
は
堰
の
意
）は
広
大
な
沃

野
を
誕
生
さ
せ
た
一
大
事
業
で
あ
っ
た
。

　

小
田
井
は
江
戸
中
期
の
農
業
土
木
技
術
の
最

高
水
準
の
も
の
で
あ
り
、
弥
惣
兵
衛
と
才
蔵
に

よ
っ
て
開
発
さ
れ
た「
水み

ず
も
り盛

器
」を
使
っ
た
水

準
測
量
の
成
果
は
、
統
制
さ
れ
た
用
水
路
の
縦

断
勾
配
に
表
れ
て
お
り
、
そ
の
精
密
さ
は
追
随

を
許
さ
な
い
高
度
な
も
の
で
あ
っ
た
。
起
伏
に

富
む
段
丘
地
形
を
水
平
に
近
い
緩
勾
配
で
開
削

す
る
た
び
に
中
小
河
川
の
谷
間
が
立
ち
は
だ

か
っ
た
。
こ
れ
ら
も
サ
イ
ホ
ン
※
の
原
理
を
応

用
し
た
伏ふ

せ

越こ
し

や
谷
川
の
上
に
水
路
を
架
け
る
渡と

井い

で
解
決
し
た
。
穴あ

な
ぶ
し
が
わ

伏
川
の
深
い
谷
に
無
橋
脚

の
水
路
橋
を
架
設
す
る
難
工
事
も
、
高
度
な
技

術
力
で
切
り
抜
け
た
。
こ
の
水
路
橋
は「
龍た

つ

之の

渡と

井い

」と
呼
ば
れ
る
。
小
田
井
の
難
工
事
を
物

て
別
途
に
作
製
さ
れ
た
完
成
品
を
運
ん
で
来
て

伏
し
込
ん
だ
。

　

利
根
川
と
荒
川
を
結
ぶ
掘
削
工
事
は
芝
川

の
旧
荒
川
吐
口（
落
口
）
か
ら
始
ま
り
、
上
流

へ
さ
か
の
ぼ
る
形
で
進
め
ら
れ
た
。
旧
水
路

二
千
二
百
間（
約
四
キ
ロ
）余
り
を
瀬
替
え（
流

路
変
更
）ま
た
は
切
り
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て

川
幅
を
十
二
間（
約
二
十
メ
ー
ト
ル
）に
改
修

し
、
八
丁
堤
を
切
り
開
い
て
見
沼
の
溜
水
を
放

流
し
た
。（
用
排
水
分
離
工
法
の
確
立
で
あ
る
）。

　

見
沼
新
田
開
発
事
業
は
、
弥
惣
兵
衛
の
目
論

見
通
り
翌
十
三
年（
一
七
二
八
）二
月
に
完
成

し
、
翌
三
月
に
下
中
条
の
元も

と
い
り圦

を
開か

い

扉ひ

し
て

利
根
川
か
ら
の
取
水
を
開
始
し
た
。『
見
沼
土

地
改
良
区
史
』に
よ
っ
て
代
用
水
路
開
削
を
総

括
し
て
み
る
。
新
川
延
長
四
万
六
九
五
七
間

五
分（
約
八
十
四
・
五
キ
ロ
）の
う
ち
、
見
沼
代

用
水
路
開
削
の
距
離
は
二
万
九
五
七
七
間
五

分（
約
五
十
三
・
二
キ
ロ
）、
芝
川
新
川
開
削
改

修
共（
注
：
見
沼
新
田
開
発
に
伴
う
悪
水
路
開

削
や
改
修
）一
万
七
三
八
○
間（
三
十
一
・
三
キ

玉
県
南
部
に
残
る
見
沼
代
用
水
の
開
削
と
見
沼

の
干
拓
さ
ら
に
は
閘こ

う
も
ん門

式
を
取
り
入
れ
た
見

沼
通
船
堀
の
掘
削
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
半
年
間

の
工
区
割
り
工
事（
各
工
区
の
同
時
進
行
）で
、

関
東
平
野
南
部
に
広
大
な
水
田
が
出
現
し
大
江

戸
百
万
人
の
台
所
を
潤
す
の
で
あ
る
。

　

享
保
十
二
年（
一
七
二
七
）秋
か
ら
開
始
さ
れ

た
見
沼
溜
井（
溜
井
は
農
業
用
た
め
池
）の
干
拓・

新
田
開
発
と
代
用
水
の
水
路
開
削
は
、
水
路
の

新
掘
削
や
樋
管
・
橋
の
築
造
は
す
べ
て
村
請
負

で
行
わ
れ
、
工
事
用
材
と
鉄
物
類
は
別
途
に
供

給
さ
れ
た
。
二
ヶ
月
後
の
同
年
十
一
月
を
完
成

目
標
と
し
て
工
事
は
開
始
さ
れ
た
。
工
事
は
流

域
の
村
々
に

よ
っ
て
丁
場

を
区
切
っ
て

分
担
さ
れ
、

各
丁
場
内
で

伏
し
込
む
樋

堰
は
、
江
戸

職
人
に
よ
っ

語
る
も
の
は
、
伏
越
や
水
路
橋
の
多
い
こ
と
で

あ
る
。
現
在
用
水
に
は
九
カ
所
の
サ
イ
ホ
ン
と

「
龍
之
渡
井
」な
ど
八
カ
所
の
水
路
橋
が
あ
る
。

　

才
蔵
の
工
法
の
特
徴
は
、
用
水
路
を
丁
場

（
受
け
持
ち
区
域
）割
に
し
て
丁
場
ご
と
に
必

要
な
資
材
や
掘（
掘
削
）、
築（
盛
土
）の
土
量

な
ど
を
算
出
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
必
要
人
足

を
割
り
当
て
て
工
区
ご
と
に
同
時
に
着
工
し
、

施
工
期
間
を
著
し
く
短
縮
し
た
こ
と
で
あ
る
。

丁
場
割
の
基
礎
と
し
て
必
要
な
こ
と
は
、
人
夫

一
人
一
日
の
作
業
量
の
基
準
を
算
出
す
る
こ

と
で
あ
る
。
土
木
工
事
の
成
否
を
決
め
る
の
が

測
量
で
あ
る
。
才
蔵
は
竹
筒
と
木
で
作
っ
た
水

盛
台（
レ
ベ
ル
測
量
機
器
）
を
考
案
し
、
距
離

六
十
間
を
一
区
切
り
と
し
て
測
量
し
、
三
千
か

ら
五
千
分
の
一
と
い
う
緩
勾
配
の
用
水
路
を
開

削
し
て
い
る
。

幕
府
幕
臣
時
代
の
弥
惣
兵
衛

　

弥
惣
兵
衛
が
、
吉
宗
の
命
に
よ
り
江
戸
城
に

召
さ
れ
て
手
掛
け
た
最
大
の
事
業
は
、
今
日
埼

ロ
）と
な
る
。
掘
削
の
面
積
は
二
十
四
万
坪（
一

坪
は
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
、
見
沼
代
用
水
路

十
五
万
坪
、
芝
川
九
万
坪
）で
あ
る
。

　

労
役
は
の
べ
九
十
万
人（
見
沼
代
用
水
路

一
坪
に
付
き
平
均
三
人
三
分
強
、
見
積
も
り

五
十
万
人
。
芝
川
一
坪
に
付
き
平
均
四
人
五

分
、
見
積
も
り
四
十
万
人
）、
こ
れ
は
当
時
の
江

戸
の
総
人
口
と
ほ
ぼ
同
じ
数
で
あ
る
。

日
本
初
の
閘
門
式
運
河

　

弥
惣
兵
衛
が
考
案
し
た
見
沼
通
船
が
、
見
沼

代
用
水
路
が
完
成
し
た
享
保
十
三
年
か
ら
三
年

後
の
同
十
六
年
に
運
航
さ
れ
た
。
舟
運
事
業
の

見沼通船堀（埼玉県さいたま市）
（写真提供：（公社）さいたま観光国際協会）

※サイホン：道路や川の下などに管を通して水を送る仕組み。入口が出口より高い場所にあれば水が流れる。

図｢見沼代用水の流れ」
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目
的
は
、
江
戸
と
見
沼
代
用
水
路
の
村
々
を
直

接
結
び
つ
け
る
こ
と
に
あ
る
。
だ
が
用
排
水
分

離
機
能
に
よ
っ
て
完
成
し
た
代
用
水
路
と
中
央

排
水
路
の
芝
川
を
ど
う
む
す
び
つ
け
て
通
運
可

能
に
す
る
か
が
重
要
な
決
め
手
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
に
考
案
さ
れ
た
の
が
通
船
堀
の
開
削
で

あ
る
。
代
用
水
路
を
利
用
す
る
と
、
か
つ
て
の

溜
井
流
末
で
あ
っ
た
八
丁
堤
ま
で
は
通
船
可
能

で
あ
る
。
だ
が
八
丁
堤
地
点
で
、
代
用
水
と
芝

川
と
の
高
低
差
が
一
丈（
約
三
メ
ー
ト
ル
）も

あ
り
、
ど
う
し
て
も
こ
の
地
点
に
通
船
堀
を
掘

削
し
て
結
ぶ
以
外
に
方
法
が
な
か
っ
た
。
弥
惣

兵
衛
は
水
位
差
を
閘
門
に
よ
っ
て
調
節
す
る
こ

と
に
し
た
。

　

閘
門
式
運
河
と
い
う
の
は
、
船
を
高
低
差
の

あ
る
水
面
に
昇
降
さ
せ
る
水
門
装
置
で
、
船
を

入
れ
る
閘
室
が
あ
り
、
閘
室
の
前
後
に
開
閉
で

き
る
扉（
水
門
）を
つ
け
る
。一
方
の
扉
を
開
い

て
水
と
共
に
船
を
閘
室
に
入
れ
、
そ
の
扉
を
閉

め
て
船
を
他
方
の
水
位
と
同
じ
に
し
て
運
航
す

る
。日
本
初
の
閘
門
式
運
河
と
の
評
価
も
あ
る
。

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
成
長
の
後
、
武
蔵

国
小
向
村（
現
川
崎
市
幸
区
）の
田
中
源
左
衛

門
宅
に
出
入
り
し
、
こ
れ
が
縁
で
源
左
衛
門
の

姻
戚
関
係
に
当
た
る
川
崎
宿
の
名
主
で
本
陣
・

問
屋
役
を
兼
ね
て
い
た
田
中
兵
庫
家
に
養
子
縁

組
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
宝
永
元
年（
一
七
○

四
）、
四
十
三
歳
の
時
養
父
の
跡
を
継
ぎ
、
本
陣

の
当
主
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
関
東
郡
代
伊
奈

半
左
衛
門
忠た

だ

順の
ぶ

に
上
申
し
て
い
た
川
崎
宿
の
財

政
立
て
直
し
の
た
め
六
郷
川
の
渡
船
権
が
許
可

さ
れ
、
宿
場
の
復
興
と
繁
栄
を
も
た
ら
す
基
礎

を
築
い
た
。

　
『
民み

ん

間か
ん

省せ
い

要よ
う

』の
将
軍
吉
宗
へ
の
献
上
後
、
丘

愚
の
身
辺
は
一
変
す
る
。
同
書
は
江
戸
期
の
民

政
文
献
と
し
て
不
朽
の
名
著
と
さ
れ
る
。
享
保

八
年（
一
七
二
三
）に
井
澤
弥
惣
兵
衛
の
指
揮

下
に
入
り
、
武
蔵
国
大
里
・
埼
玉
両
郡
の
荒
川
、

ま
た
荏
原
・
橘
樹
郡
内
、
多
摩
川
及
び
両
岸
の

六
郷
・
二
ケ
領
用
水
の
川
除
御
普
請（
河
川
改

修
）御
用
を
命
じ
ら
れ
、
十
人
扶
持
が
支
給
さ

れ
た
。
休
愚
は『
民
間
省
要
』の
中
で
相
模
国
・

構
造
は
パ
ナ
マ
運
河
と
同
じ
で
あ
り
、
同
運
河

に
先
立
つ
こ
と
約
一
七
○
年
前
の
建
造
で
あ
る
。

　

見
沼
通
船
堀
が
完
成
し
た
享
保
十
六
年
十

月
、
弥
惣
兵
衛
は
勘
定
吟
味
役
の
本
役（
重
臣
）

に
昇
進
す
る
。
六
十
八
歳
。
江
戸
中
期
を
代
表

す
る
農
政
家
と
な
っ
た
。
吉
宗
政
権
下
の
弥

惣
兵
衛
を
頂
点
と
す
る
紀
州
流
河
川
技
術
者

は
、
新
田
開
発
と
治
水
政
策
を
一
体
の
も
の
と

し
て
認
識
し
た
。
井
澤
弥
惣
兵
衛
は
元
文
元
年

（
一
七
三
八
）、

死
去
。
享
年

七
十
五
歳
。
墓

は
心
法
寺（
現

千
代
田
区
）に

あ
る
。

〈
付
：
田た

中な
か

丘
き
ゅ
う

隅ぐ

〉

名
著『
民
間
省
要
』

　

田
中
丘
隅（
一
六
六
二‒
一
七
三
○
）は
、
武

蔵
国
平
沢
村（
現
東
京
都
あ
き
る
野
市
平
沢
）

の
甲
斐
武
田
旧
臣
の
家
系
を
引
く
名
主
窪
島
氏

ま
た
下
流
の
右
岸
に
大
口
土
手（
現
南
足
柄
市

怒ぬ

田だ

）を
構
築
す
る
の
で
あ
る
。
洪
水
の
よ
る

破
堤
の
恐
れ
は
大
口
土
手
側
の
方
が
大
き
か
っ

た
。

　

丘
隅
は
、
水
制
と
し
て
丸
太
な
ど
の
木
材
を

組
み
立
て
た
独
自
の「
弁
慶
枠
」を
考
案
し
た
。

こ
れ
は
木
材
を
大
き
な
箱
の
よ
う
な
形
に
組

立
て
て
中
に
河
原
の
石
を
入
れ
て
川
底
に
固
定

す
る
も
の
で
あ
る
。
激
流
が
ぶ
つ
か
る
土
手
の

法
面（
表
側
）に
食
い
違
い
に
並
べ
て
水
の
勢

い
を
抑
え
た
上
で
土
手
を
締
め
切
っ
た
。
大
口

土
手
は
今
日
の
メ
ー
ト
ル
法
で
計
算
し
て
、
高

さ
五
・
五
メ
ー
ト
ル
、
上
面（
馬
走
、
馬ば

踏ふ
み

）の

幅
十
二
・
六
メ
ー
ト
ル
、
土
台
の
幅
三
十
二
・
四

メ
ー
ト
ル
と
い
う
巨
大
な
堤
防
で
あ
る
。
こ
の

河
川
改
修
に
よ
り
酒
匂
川
下
流
は
水
害
常
襲
地

か
ら
脱
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

大
口
土
手
が
完
成
し
た
際
に
は
、
弥
惣
兵
衛

も
現
地
視
察
を
し
て
い
る
。

　

大
口
土
手
は
、
法
華
堤
、
陀だ

ら

に
羅
尼
堤
、
休
愚

堤
な
ど
の
名
で
呼
ば
れ
た
が
、
文
命
西
堤（
岩

流
瀬
堤
）、
文
命
東
堤（
大
口
土
手
）と
区
別
し

て
も
呼
ば
れ
た
。「
文
命
」
は
治
水
の
功
績
に

よ
っ
て
、
中
国
古
代
の
皇
帝
舜し

ゅ
ん

の
禅
譲
を
受

け
て
夏
王
朝
の
始
祖
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
禹う

の

異
名
で
あ
る
。
こ
の
誉
え
あ
る
名
が
享
保
十
二

年
七
月
三
日
、
大
口
土
手
の
側
に
設
け
ら
れ
た

禹
祠（
現
在
の
福
沢
神
社
）に
も
使
わ
れ
て
い

る
。
丘
隅
が
儒
学
者
荻
生
徂
徠
に
学
ん
だ
知
識

人
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
丘
隅
は
支
配

勘
定
並
に
登
用
さ
れ
幕
臣
と
な
り
武
蔵
国
多

摩
・
埼
玉
両
郡
で
三
万
石
を
支
配
し
た
が
、
享

保
十
四
年
十
二
月
病
没
し
た
。
享
年
六
十
八
。

参
考
文
献
…
拙
書
『〈
紀
州
流
〉
治
水
・
利
水
の
祖　

井
澤

弥
惣
兵
衛
』、
和
歌
山
県
・
埼
玉
県
・
神
奈

川
県
資
料
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
文
献
。

酒さ
か
わ匂

川が
わ

の
乱
流
対
策
に
つ
い
て
、
幕
府
の
大
名

手
伝
普
請
の
手
法
を
批
判
し
た
。
そ
し
て
享
保

十
一
年
、
洪
水
に
苦
し
む
酒
匂
川
の
治
水
工
事

（
河
川
改
修
・
護
岸
工
事
）
を
婿
の
巳
野
庄
次

郎（
の
ち
の
代
官
蓑
笠
之
助
正
高
）と
と
も
に

手
が
け
る
。

酒
匂
川
の
大
改
修

　

丘
隅
は
一
月
、
酒
匂
川
の
足
柄
平
野
へ
の
出

口
に
あ
た
る
大
口
土
手
と
岩が

流ら

瀬せ

土
手
が
見
渡

せ
る
川か

わ
む
ら村

向む
か
い
は
ら

原（
現
山
北
町
）の
寺
院
・
花
蔵

院
を
現
場
事
務
所
兼
宿
舎
に
確
保
し
た
。
こ
こ

は
弥
惣
兵
衛
ら
幕
臣
の
宿
舎
に
も
あ
て
ら
れ

た
。
工
事
に
使
う
大
量
の
材
木
・
縄
な
ど
の
建

設
資
材
や
岩
石
・
土
砂
を
地
元
材
木
商
・
石
材

商
や
大
工
に
注
文
し
た
。
工
事
の
要
で
あ
る
河

川
締
め
切
り
は
、
降
雨
の
少
な
い
真
冬
の
二
月

か
ら
農
民
を
総
動
員
し
て
開
始
さ
れ
た
。
酒
匂

川
は
、
上
流
か
ら
右
折
、
左
折
と
二
度
直
角
に

折
れ
て
か
ら
西
か
ら
東
に
流
れ
下
る
。
そ
の
中

間
の
破
堤
し
や
す
い
左
岸
に
岩
流
瀬
土
手
を
、

文明堤（神奈川県南足柄市）
（写真提供：（株）タウンニュース社）

井澤弥惣兵衛の墓
（東京都千代田区・心法寺）
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